










と、木曾の郎等四人が挙げられ、巻九「樋口被斬」にも同じ四人が挙げられる。前二者で乳母子の今井四郎兼平、 次郎兼光については木曾の最期に殉じる明暗が形象される。共に義仲を幼少より育てた中三権頭兼遠の息子で、人格的にも結び付く最側近の郎等として物語は描くが、後の二者 根井幸親・楯親忠親子については 木曾の挙兵時、幸親が廻文に応じ、従つた事が記され（巻六「廻文」 ） 楯親忠も従軍した事が記されるが（巻七「主上都落」 ・巻八「瀬尾 期」 ） 、木曾入京以後、覚一本では人物像・動向が作られてゐない。　『愚管抄』第五「後鳥羽」では四人の郎等が一致せず、　　
山田、樋口、楯、根ノ井ト云四人ノ郎従有ケリ
（２）





















































































































































































































































。 『師守記』 と現存 『平家』 諸本の本文・記事内容には相違があり、
また物語と異なり、高梨忠直の官が正しい事を見るに、 『師守記』が
















































































































とあるのは、明らかに前後撞着する。　『盛衰記』 ・ 『闘諍録』では宇治 根井幸親・楯親忠を置き、前者で










































































































寿永三年正月廾日巳刻、九郎〔頼朝舎弟／云々〕於宇治合戦、方等三郎先生〔義広為義子／也〕無程義広被打落畢、即九郎先陣懸入京中、於六条川原、始 仲聞之、郎等楯行綱雖向戦 無程被打落了、義仲向大津手字今井方、雖落加今井、九郎手猶自京追責終義仲并今井打取斬首了、 （中略）義仲為宗 等根井行親等於 被打了、 （中略）信乃高梨又於清水被捕被切首 同廾六日九郎沙汰義仲并高梨根井今井頸四渡京中、樋口生身渡之 凡義仲日来無支度、毎事越度、且相待平氏之間、如此被打了 其勢無幾、勝劣可然事云々（後鳥羽紀、 〔
 〕は割注、／はその改行箇所）





































































勧賞行事」 ・ 「十郎蔵人行家被搦事付人々被解官事」 ）と、誤
解があり、統一・説明が無いのも、延慶本・長門本・ 『盛衰記』

























と「楯」とあるから、根井幸親の可能性もあ 。この派遣は実現しなかつたと思はれるが、 「義仲為宗郎等」 （前掲『皇代暦』 ）の根井行親は、義仲の身辺を離れなかつたのではないか。















































































































とある、傍線部を見るに、前掲の宇治川合戦敗北から六条河原の最期に至る経緯と前後撞着があり 成立段階が不明であるが、壇ノ浦合戦時の能登守教経像に通じる、豪胆怪力の武士として特徴的な造形が成されてゐる。長門本では、北陸合戦で「根井小矢太」が伊藤九郎を討ち取るとあるが、簡略（十四「伊藤九郎討死事」 ） 。対して慶長古活字本『保元物語』 （電子公開）では、為朝を前に、大将源義朝が「少せめあくんてそ思はれける」とした後に













































































































































結句、不明点が多いのだが、 『平家』 ・ 『保元』の根井幸親像の形成は、
物語の成立・展開を考察する上で、看過出来ない問題である。　　
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とをからん人は音にもきけ、ちかからん物ハ目にも見よ、いつの国のちう人、いとうの次郎す ちかゝまこ、曽我十郎助成・おなしき五郎時宗、兄弟二人して、おやの たき、御屋形のくちにして、一家のくとうさへもんのせう 平のすけつねを討とりて、御前をいつるそ（巻九「すけつねうちたる事」 ）
とある事を見るに、義仲の場合もさうだが、改まつた 乗りの意があると解釈可能で、実際の名乗りでも有り得たか。（














道文庫本の影印〕 ） 。中院本では傍線が井上九郎となる（三弥井書店刊『校訂中院本平家物語』 ） 。文禄本は「井上ノ九郎・高科ノ冠者・長瀬判官代・樋口・今井也」 （複刻日本古典文学館の影印）とする。



























28） 「 『平家物語』 「堂衆合戦」の成立について」 （ 『国語国文』六十五




家義憲最期」 ）とある。義憲と義広を別人とするのは延慶本巻頭源氏系図も同じだが（但し脇書は、義広に「三郎先生」 、義憲に「美乃守」とある） 、中世清和源氏系図でも『渋川系図』 （拙稿「 『渋川系図』の成立 その史料的価値について（下 」 （ 『山形県立米沢女子短期大学
























36） 『盛衰記』では、 「根井小弥太行近」 （巻二十九「平家落上所々軍」 ）
とする一方、前掲の通り宇治川合戦では大弥太として、一方、洛中の合戦には幸親が討たれた後「根井小弥太」 （巻三十五「東使戦木曽」 ）を登場させる。但し蓬左本は此処でも「大弥太」とする。（
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佐々木：根井幸親覚書






























43） 『神氏系図』 （東大史料編纂所蔵の謄写本） ・ 『諏訪大明神縁起絵詞』
（古典文庫『中世神仏説話集
　
続々』 ・ 『守矢文書』 「大祝即位伝授書三
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